
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



講座開催のいきさつ 

NPO 法人母子フィジカルサポート研究会の代表、助産師の吉田敦子さんは、数年前から、当研究所の講座の講師

や、昨年も「新生児から首がすわるまでのあかちゃんのだっこを一緒に学びませんか」というタイトルで、京都府内

4 か所で研修会の講師をひき受けてくださり、支援者向けの講座を実施してきました。また、支援者にとっても親に

とっても見本になる動画として、akachan.douga というインスタグラムのサイトも、吉田さんの動画で立ち上げま

した。しかし、受講後に、実際に初めて親になる方にお伝えしようとすると、自信をもって伝えるところまではたど

り着けませんでした。 

そこで、今年度は、「実技を確実に伝えられる支援者になる」を到達目標にして少人数での開催に取り組むと共に、

一人ずつが確実に習得できるよう、人形やタオルなどの実習用具をそろえることを意識して取り組みました。 

本来８名の参加者のところ若干多くなる日もありましたが、満足度が高く、“学んだことが次の日からすぐ役立つ”

講座とになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座の様子 

⚫ 生まれたてのあかちゃんの状況 

⚫ 発達について 

⚫ 胎児の状況 

⚫ 妊娠中の母体のカラダ 

⚫ 母体、産後のカラダのケア 

⚫ 生まれたばかりの赤ちゃんの姿勢とだっこについて 

⚫ だっこと、抱っこ以外の関りについて 

⚫ 抱き上げ方の実技 

⚫ 下ろし方の実技 

 



 

 

 

 

 

 

⚫ 赤ちゃんをおくるみでくるむ 

⚫ 素手のだっこと、グッズを活用しただっこ 

 

 

 

⚫ 抱きやすいカラダになるための簡単な体操 

 

 

 

 



⚫ 支援の場におけるサポートを考えるグループワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6/14 参加者 8人 

開催地 宇治市（NPO法人子育てを楽しむ会

の自主活動スペース サロン楽） 

6/15 参加者 ８人 

開催地 舞鶴市（西市民プラザ） 

6/1６ 参加者 8人 

開催地 宇治市（NPO法人子育てを楽しむ会

の自主活動スペース サロン楽） 

11/23 参加者 9名 

開催地 宇治市（NPO法人子育てを楽しむ会

の自主活動スペース サロン楽） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者の声より 

⚫ 実際に赤ちゃん人形を使って抱き方を教わることで、自分で抱き方のポイントを体験出来たことが良かったで

す。早速広場で赤ちゃん連れのお母さん達と抱き方寝かせ方の話をすることが出来ました。まだ個々の育ちまで

汲み取る力はありませんが、真ん中を意識する体の使い方、お母さん達の体のストレッチなど、少しずつ必要な

方に伝えて行けたらと思っています。 

⚫ 「抱っこ」と一言で言っても、赤ちゃんの身体も大事、抱き手の身体も大事。「抱っこ」は赤ちゃんを運ぶ手段

ではないことを再確認しました。赤ちゃんの身体は、奥深くて不思議ですごい! 

⚫ 赤ちゃんの快・不快はとっても地味だけど、しっかり表現しているというところで、「相手のことを知りたい」

と思って観察することが大切なんだなと思いました。また、心地よい抱っこをしたいけれど体が痛くて抱っこで

きない母の気持ち、とてもよくわかるので、赤ちゃんの観察だけではなくお母さん(保護者)の観察もして、心も

体も楽になってもらえるような支援をしていきたいと思います。 

⚫ 赤ちゃんに『どうですか？これでいいですか？』と聴きながらすすめる。寝ている赤ちゃんの身体を緩めてから

抱き上げる。パーツをまとめることを意識する。どれも基本的なことだけど、見落としていたし、お母さん達に

伝えていませんでした。 また、現代の妊婦さんの胎内環境や抱く人の姿勢なども視点に入れて赤ちゃんの姿を

見ないといけない、や、私が習ったり経験したことが今のお母さんと共通認識として伝わりにくい、という話

は、ずっと自分の中でモヤモヤしてたことを整理する道標になりそうです。 

⚫ 「正しい」よりも「気持ちいい」かが大事ということ、それが赤ちゃんや抱く人のコンディションでも変わるこ

とが、実際 1 日赤ちゃん（人形）を抱っこすることで実感できました。利用者の方に自信を持って伝えるため

には、支援者はいろいろな知識が必要で、それが自分に身についていることが大切だと感じました。個性のある

利用者さんや赤ちゃんに、その人に合ったことを、良いタイミングで、その人に合った伝え方で伝えることがで

きる支援者になりたいと思いました。 

⚫ 今どき、抱き方を、ここまで丁寧に伝える必要性がよく理解できました。最後のグループワークでは、支援者の

立場で、どう伝えていくのか、様々な見方、考え方を共有できて良かったです。 

⚫ 主催者側で赤ちゃん人形やおくるみ等も準備して頂いてたので、手持ちの人形やタオルよりより本当の赤ちゃん

に近いお人形やより使い勝手のよい布の肌触り等、全てが深い学びとなりました。 吉田さんから毎回学ぶ赤ち

ゃんに｢いかがですか？｣と聞いてみましょう。という姿勢は、支援者として一番大切な心構えとして、赤ちゃん

はもちろんのこと、支援の場を訪れる養育者に対しても通じることとして常に自分ができているかどうかを確認

するようにしています。 

⚫ よくあるお母さんの困りごとの対応も共感するだけでなく赤ちゃんの体の様子から遊びを取り入れての動かし方

たなど今できることをお伝えすることも大切だと学びました。 

⚫ 赤ちゃんが起きないように寝床に戻すのがとても難しかったので練習したいと思いました。 

1/19  参加者 10名 

開催地 宇治市（NPO法人子育てを楽しむ会

の自主活動スペース サロン楽） 



⚫ 最後の事例検討が、まさに子育てひろばで日々出会う内容で、意義深い話し合いになりました。 

⚫ これまで抱っこの方法や抱っこの形にとらわれ過ぎていたかも。色々な体の赤ちゃんがいるのだから、色々な抱

っこがあっていいと思いました。 まずは赤ちゃんの体を感じて、赤ちゃんとやりとりすることが一番ですね。 

抱っこは子どもの発達支援のはじめの一歩だと思っています。まとまりにくい体をまとまりやすく、そして動き

やすい体へと促すことは、その後の発達の土台づくりです。子どもたちの育ちのために、今回のような学びの場

が広がっていくといいなあと思いました。 

⚫ 悩みを抱えた母子に初めにかける言葉や 様子を注意深く観察するなど、改めて大切だと感じました。 こちらか

らすると明らかに不適切なことでもどうしたら傷つけず気がついてもらえるか、などワークで勉強できてとても

ためになりました。 子どもの発達や困りごとに対して親は常に責められていると 感じることが多々あるように

思います。せめて、支援者は寄り添って 気持ちを一緒に考えるというスタンスありたいと思っています。 気持

ちを前向きにするため、先生に教わったストレッチなど取り入れて 体を緩めるところから、取り組んでみたい

と思いました。 

⚫ 妊婦さんの骨盤の形が旧来とは違ってきており、子育てにしんどさを感じやすい身体になっていること、その変

化をふまえた上での働きかけ方の工夫が必要なこと、赤ちゃんの寝た姿を見て、リラックスできる姿勢になるよ

う、首や背中などにタオルをあてたり、苦手なほうの腕での横向き抱っこをして、抱く人と抱かれている赤ちゃ

んの姿勢をよく観察することも大事なことですね。 

⚫ 心地良い抱っこの方法はもちろん勉強できましたが、今の赤ちゃんやお母さんの状況なども考えさせられまし

た。 お母さんが良いと思ってやっていることと同じように、私自身も思い込まずに、様子を観察することが大

事だと改めて思いました。 

⚫ 抱っこの方法だけではなく、お母さんとの関わりの中で情報収集や問題の明確化、目標設定、実施方法など、支

援者としてどう対応するかなども学べて、普段の仕事に活かせそうな内容が盛りだくさんでした。 

⚫ 抱っこをする時、肩に力が入ったり腕の位置が定まらなかったりすることが多いですが、今日は「上手く抱っこ

ができたかも」と感じることができました。 おくるみの使い方も布の端っこをどのように始末するのか疑問に

思っていましたが、コツがつかめました。 

⚫ 新生児の感情は、興奮・快・不快である。そのため、支援の際に大切なことは、 「気持ちいいですか？いかが

ですか？」まさにその通り！と腑に落ちました。一人ひとり違って、マニュアルもなく、目の前のお母さん・赤

ちゃんに合わせた支援が改めて大切だと感じました。 おくるみを用いた、実践は大変参考になりました。おく

るみ抱っこ紐はぜひ今後の支援の中でアドバイスしていきたいと思いました。 

⚫ 実際にタオルやおくるみで赤ちゃん人形をくるんだり、自分に巻いたりして、心地よさや抱きやすさを感じるこ

とができ、現場での託児やお母さんたちとの関わりの中ですぐにできる手技を増やすことができました。 お母

さんたちは、飲ませることや寝かせること、スキンケアなどの「どうやったらいい⁇」は探しているけれど、赤

ちゃんと自分の「快・不快」に目を向けている人はあまりいないように感じます。 やり方が合っている・合っ

ていないではなく、心地よい心地良さそうじゃないが大事だという視点が、とても大きな学びでした。 赤ちゃ

んが心地よく感じている様子を、言葉にしてお母さんに伝えること、それからお母さん自身も試してみて心地よ

いなぁ、これなら続けてできるなぁと感じられることを一緒に動いたり考えたりしながら見つける手伝いをする

ことを、していきたいと思いました。 

⚫ おきゃあと生まれた瞬間からの赤ちゃんとの関わりを、分かりやすく詳しく、からだ、心、環境など多方面から

お話してくださりとても腑に落ちました。 聞く人がこれからアウトプットしていく前提を意図してくださって

いるのを感じ、とても感謝しています。 


